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歳入総額

42億1683万円
ま
ち
の
家
計
簿

平
成
28
年
度
決
算
報
告
か
ら
見
る

■
一
般
会
計
の
決
算

　

み
な
さ
ん
か
ら
納
め
て
い
た
だ

い
た
町
民
税
や
固
定
資
産
税
、
国

や
道
か
ら
の
交
付
金
な
ど
は
、
私

た
ち
の
生
活
を
よ
り
よ
く
す
る
た

め
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
使
わ
れ

て
い
ま
す
。

　

決
算
は
、
町
に
ど
の
く
ら
い
の

収
入
（
歳
入
）
が
あ
り
、
そ
し
て

ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
た
の
か
（
歳

出
）
を
わ
か
り
や
す
く
ま
と
め
た

も
の
で
す
。

　

み
な
さ
ん
の
生
活
に
最
も
関
わ

り
の
深
い
一
般
会
計
を
中
心
に
、

図
や
表
を
使
い
な
が
ら
そ
の
概
要

を
説
明
し
ま
す
。

■
平
成
28
年
度
決
算
の
概
要

　

平
成
28
年
度
の
一
般
会
計
と

特
別
会
計
を
合
わ
せ
た
決
算
額

は
、歳
入
が
65
億
９
７
１
３
万
円
、

歳
出
が
63
億
５
２
４
９
万
円
で
、

２
億
４
４
６
４
万
円
の
黒
字
決
算

に
な
り
ま
し
た
。

　

平
成
27
年
度
と
比
べ
る
と
、
歳

入
が
12
％
増
（
７
億
０
６
１
２
万

円
）、
歳
出
が
12
・
６
％
増

（
７
億
０
８
６
８
万
円
）
で
、
町

税
収
入
も
増
収
と
な
っ
て
お
り
、

健
全
な
財
政
運
営
が
で
き
た
も
の

と
い
え
ま
す
。

　

歳
出
総
額
は
40
億
２
１
４
９
万

円
で
昨
年
よ
り
９
３
６
６
万
円
増

加
し
ま
し
た
。

　

目
的
別
の
内
訳
を
見
る
と
、
総

務
費
が
約
22
％
と
最
も
多
く
、
次

い
で
衛
生
費
約
18
％
、
民
生
費
約

15
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

歳
出
で
大
き
く
増
加
し
た
の

は
、
民
生
費
、
農
林
業
費
、
商
工

費
、
土
木
費
、
公
債
費
で
す
。

　

低
所
得
高
齢
者
臨
時
福
祉
給
付

事
業
交
付
金
や
後
期
高
齢
者
医
療

広
域
連
合
負
担
金
、担
い
手
確
保
・

経
営
強
化
支
援
事
業
補
助
金
、
農

業
農
村
整
備
事
業
負
担
金
な
ど
の

（単位：千円）■歳入の状況
区分 平成28年度 平成27年度 比較 説明

町 税 320,461 313,996 6,465
町民税や固定資産税、軽自
動車税などの町税

地方譲与税 54,680 55,398 -718
自動車重量税などが一定の
算式により譲与

利子割交付金 340 530 -190
預金利子にかかる税金が一
定の算式により交付

配当割交付金 630 1,070 -440
15年度の税制改正により新
設、一定の算式により交付

株 式 等 譲 渡 所
得 割 交 付 金

379 895 -516
15年度の税制改正により新
設、一定の算式により交付

地方消費税
交 付 金

64,904 76,369 -11,465
消費税の一部が一定の算式
により交付

自動車取得税
交 付 金

9,188 8,281 907
自動車取得税が一定の算式
により交付

地 方 特 例
交 付 金

1,432 1,477 -45
住宅借入金等特別控除の実
施に伴う減収分などが交付

地方交付税 1,778,841 1,776,352 2,489
一定の算式により計算され
た収支の不足分が交付

交通安全対策
特別交付金

788 986 -198
道路交通法による反則金が
一定の算式により交付

分担金及び
負 担 金

15,553 15,656 -103
老人ホーム費用や保育料な
どの徴収金

使用料及び
手 数 料

483,150 495,708 -12,558
町立診療所どの使用料、住
民票発行などの手数料

国庫支出金 376,418 334,886 41,532
施設の整備などに対して支
出される国からの補助金

道 支 出 金 257,740 244,660 13,080
道が行うべき事務への委託
金や道の政策による補助金

財 産 収 入 11,424 14,521 -3,097
町が所有する建物の貸付収
入や預金利子など

寄 附 金 6,820 4,335 2,485
町民や企業などからの善意
により町に寄附されたもの

繰 入 金 228,012 65,423 162,589
町の基金（貯金）を取り崩
したものなど

繰 越 金 113,820 147,823 -34,003
前年度会計の歳入から歳出
を差し引いたもの

諸 収 入 117,598 105,302 12,296
コピー代金や町有林間伐材
売払収入など

町 債 374,655 472,984 -98,329
公共事業を行う際などに国
などから借り入れる借金

合 計 4,216,833 4,136,652 80,181

■目的別歳出の状況 （単位：千円）（単位：千円、％）■性質別歳出の状況
区分 平成28年度 平成27年度 比較 説明

議 会 費 33,831 40,403 -6,572
議員報酬や「議会だより」な
ど議会運営に関する経費

総 務 費 867,088 911,385 -44,297
職員給与や役場庁舎管理、
住民票、広報紙などの経費

民 生 費 620,613 576,959 43,654
老人福祉や児童福祉、国民年
金など福祉に関する経費

衛 生 費 719,994 733,729 -13,735
総合健康診査やごみ、し尿処
理などに関する経費

労 働 費 27 46 -19
労働相談事業などの労働対
策に関する経費

農 林 業 費 294,025 271,423 22,602
農林業の振興や遊湯ぴっぷ
などに関する経費

商 工 費 243,519 142,573 100,946
七夕天国や商工業の振興対
策に関する経費

土 木 費 564,055 541,663 22,392
町道や公営住宅、除排雪な
どに関する経費

消 防 費 147,061 149,310 -2,249
消防活動に必要な経費を大
雪消防組合に支出

教 育 費 160,176 215,022 -54,846
小中学校や体育館、図書館
などに関する経費

災害復旧費 0 3,832 -3,832
台風などによる被害復旧に
関する経費

公 債 費 371,107 341,487 29,620
公共施設を建設する際など
に借入れた借金の返済金

合 計 4,021,496 3,927,832 93,664

区分
成28年度 平成27年度 比較

決算額 構成比 決算額 構成比 増減 増減率

消
費
的
経
費

人 件 費 588,050 14.6 598,810 15.2 -10,760 -1.8

物 件 費 1,072,249 26.7 1,143,360 29.1 -71,111 -6.2

補 助 費 等 777,407 19.3 619,814 15.8 157,593 25.4

そ の 他 233,533 5.8 231,631 5.9 1,902 0.8

計 2,671,239 66.4 2,593,615 66.0 77,624 3.0

投
資
的
経
費

普通建設事業費 380,797 9.5 402,813 10.3 -22,016 -5.5

そ の 他 0 0 3,832 0.1 -3,832 -100.0

計 380,797 9.5 406,645 10.4 -25,848 -6.4

そ
の
他

公 債 費 372,418 9.3 346,007 8.8 26,411 7.6

繰 出 金 496,864 12.4 371,232 9.5 125,632 33.8

そ の 他 100,179 2.4 210,332 5.3 -110,153 -52.4

計 969,461 24.1 927,571 23.6 41,890 4.5

合 計 4,021,497 100.0 3,927,831 100.0 93,666 2.4

歳出総額

40億2149万円

歳 

出

　

平
成
28
年
度
一
般
会
計
の
歳
入

総
額
は
、42
億
１
６
８
３
万
円
で
、

昨
年
よ
り
８
０
１
８
万
円
多
く
な

り
ま
し
た
。

　

歳
入
が
増
加
し
た
要
因
は
、
国

庫
支
出
金
（
地
方
創
生
加
速
化
交

付
金
・
低
所
得
高
齢
者
臨
時
福
祉

給
付
金
給
付
事
業
費
補
助
金
）
な

ど
が
増
加
し
た
こ
と
に
よ
る
も
の

で
す
。
な
お
、
本
町
の
歳
入
は
約

69
・
２
％
を
国
な
ど
か
ら
の
交
付

金
等
で
ま
か
な
っ
て
お
り
、
う
ち

地
方
交
付
税
が
約
42
・
２
％
を
占

め
て
い
ま
す
。

ま
ち
が
実
施
し
て
い
る
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
は
、

町
民
の
み
な
さ
ん
が
納
め
る
税
金
や
国
・
道
か

ら
の
支
出
金
な
ど
を
基
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

み
な
さ
ん
の
生
活
の
た
め
に
ど
の
よ
う
に
活
用

さ
れ
た
の
か
、
平
成
28
年
度
決
算
の
概
要
を
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

■特別会計
　の決算

（単位：千円）

区分 歳入 歳出 差引

国民健康保険 660,535 646,252 14,283

後期高齢者医療 60,609 60,541 68

介護保険 591,247 578,289 12,958

観光事業 731,120 716,653 14,467

簡易水道事業 229,302 225,191 4,111

公共下水道事業 107,483 104,068 3,415

歳 

入

ほ
か
、
観
光
振
興
事
業
繰
出

金
、
八
坂
公
園
維
持
管
理
事

業
工
事
に
よ
る
も
の
で
す
。

　

ま
た
、
み
ど
り
町
団
地
の

建
設
と
西
町
駅
前
団
地
の
外

構
整
備
工
事
、
く
る
み
団
地

の
解
体
、
道
路
維
持
の
工

事
な
ど
で
も
増
加
し
て
い
ま

す
。

　

性
質
別
で
は
、
物
件
費
が

約
27
％
と
最
も
多
く
、
次
い

で
補
助
費
等
約
19
％
、
人
件

費
約
15
％
と
な
っ
て
い
ま

す
。

【 用語解説 】
◆一般会計

　町の基本的活動を遂行するために必要な経費やその

収入を経理する会計です。

◆特別会計

　特定の事業や特定の収入に基づいた事業を行う場合、

その事業に係る経理を他の会計と区別する必要がある

ときに条例や法律に基づいて設置する会計です。

◆自主財源

　町が自主的に収入することができる財源。町税、使

用料・手数料などが自主財源にあたります。

◆依存財源

　国や北海道から交付される財源。地方交付税、国庫

支出金、町債（借金）などが依存財源にあたります。
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■ピリカ 株式会社
　基線４号　☎ 090-7657-5356
□カフェスタッフ
内容 /清掃・カフェ業務（レジ・キッ
チン補助）
勤務 /10:00 ～ 14:00（土日含む週 3～
4日程度）
資格 /土日勤務できる方
勤務先 /ピピカフェ比布駅（西町）
時給 /810 円
■株式会社　コタニ工業
　基線４号　☎ 54-1555
□事務員
内容 /一般事務（パートタイム）
勤務 /9:00 ～ 15:00　※土日祝日休
資格 /事務経験者、パソコン操作がで　　　
　　　きる方　
時給 /810 円
□ガレージ・カーポートの営業

内容 /ガレージ見積・作業管理
勤務 /8:00 ～ 17:30　
資格 /普通自動車免許
給与 /20 万～ 38 万円
□鉄骨建築作業員
内容 /鉄骨建築、ガレージ・カーポー　
　　　ト製作組立
勤務 /8:00 ～ 17:30　
資格 /普通自動車免許
給与 /18 万～ 35 万円
■株式会社 ＬＥＯＣ
　旭川市９条通 15 丁目北商ビル３階
　☎ 21-3616
□調理スタッフ
内容 /食事の調理、提供など
勤務 /6：00～ 15：00、9：45～ 18：45、
7：30～ 16：30（シフト制）
勤務先 /ぴっぷクリニック内厨房
　　　　（中町１丁目 2-10）

時給 /850 円
■ホクレン比布セルフ給油所
　比布町基線５号　☎ 85-3113
□ガソリンスタンドスタッフ
内容 /接客・給油監視・タイヤ交換な
どの軽整備
勤務 / 夏は７：00～ 21：00、冬は８：
00～ 20：00（シフト制）
資格 /普通免許
時給 /810 円～（経験など考慮）
■高齢者事業団　
　中町１丁目 1-5　☎ 85-2050
□会員
内容 / 清掃業務、農作業全般作業員　
場所 /町内
勤務 /8:00 ～ 17:00　
資格 /おおむね 60 歳以上
時給 /業務よって異なります。

町民１人当たりが負担したお金

　＝　   84,088円

町民１人当たりに使われたお金

　＝1,055,232円

財政健全化法に基づく

比布町の
「健全化判断比率等」

を公表します

平成 28 年度決算に基づく比布町の４指標、公営企業の経営状況は、いずれも国の基準を下回り健全団体

となっていますが、国からの交付税の動向によっては指標が悪化するおそれがあるため、引き続き慎重な

財政運営を行っていきます。

　

町
が
大
規
模
な
事
業
を
行
う
場

合
は
、
国
・
北
海
道
の
補
助
（
１

／
２
～
１
／
３
程
度
）
を
受
け
た

場
合
で
も
、
残
り
の
額
を
そ
の
年

の
町
の
自
主
財
源
で
す
べ
て
支
払

う
こ
と
は
不
可
能
で
す
。

　

ま
た
、
町
民
が
長
期
間
に
わ

た
っ
て
利
用
す
る
施
設
は
、
そ
れ

を
利
用
す
る
後
世
代
の
町
民
が
借

入
金
償
還
と
い
う
形
で
少
し
ず
つ

負
担
し
て
い
く
と
い
う
方
が
理
に

か
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
め
単
年
度
の
財
源
不
足

を
地
方
債
＝
町
債
（
借
金
）
で
補

う
方
法
を
と
っ
て
い
ま
す
。

　

比
布
町
の
町
債
は
、
平
成
28
年

度
末
残
高
を
み
る
と
一
般
会
計

で
41
億
６
０
２
９
万
円
、
全
会

57
億
８
３
１
４
万
円
と
な
り
ま

す
。

　

地
方
債
を
活
用
し
て
施
設
の
整

備
を
行
う
こ
と
も
大
切
で
す
が
、

過
度
に
地
方
債
に
依
存
す
る
こ
と

は
、
町
財
政
の
健
全
性
を
損
な
う

こ
と
に
な
る
の
で
、
財
政
運
営
を

考
慮
し
な
が
ら
事
業
を
実
施
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

平成 28 年度末合計

18億1460万円

■
町
債
（
借
金
）
の
現
状

■
基
金
（
貯
金
）
の
現
状

比布町の算定結果は？

■４指標で判断します
①実質赤字比率

〔一般会計等を対象とした実質赤字の標準財政規模※

に対する比率〕

※標準財政規模～町の標準的な一般財源の収入額

②連結実質赤字比率

〔特別会計を含めたすべての会計を対象とした実質赤

字の標準財政規模に対する比率〕

比布町の場合、①、②はいずれも黒字のため、赤字比

率は発生しません。

③実質公債費比率

〔一般会計等が負担する元利償還金等の標準財政規模

に対する比率〕

比布町の場合、実質公債費比率は 9.0％で、国の基準

を下回っています。

④将来負担比率

〔一般会計等が将来負担すべき実質的な負債の標準財

政規模に対する比率〕

比布町の場合、将来負担比率は国の基準を下回ってい

ます。

　４指標のうち１つでも国が定める基準を超えた

場合は「早期健全化団体」、「財政再生団体」となり、

それぞれ計画を作成し、財政の健全化を図ること

になります。

※１　早期健全化団体

　～国が定める早期健全化基準を超えた場合、「財

　　政健全化計画」を定め、この計画に沿って、

　　自主的な財政の健全化を図ります。

※２　財政再生団体

　～国が定める財政再生基準を超えた場合、「財

　　政再生計画」を定め、この計画に沿って、国

　　等の関与による財政の健全化を図ります。

● 財政健全化法とは ●

　平成 19 年６月に「地方公共団体の財政の健全化

に関する法律」が、地方自治体財政の「早期健全

化及び財政の再生並びに公営企業の経営の健全化」

を目的として公布されました。 

　この法律で、地方公共団体は、国の算定基準に

基づき、財政の健全性を判断する４つの指標（以下、

４指標という）と、公営企業の経営状況を明らか

にする指標を公表することが義務づけられました。

　これまでの方法の場合、単年度のみの数値だっ

たため、今は良くても将来的に財政が健全なのか

どうかはわかりませんでした。

　この指標により、将来を含めた町の財政状況や、公

営企業会計の経営状況を確認することができます。

●公営企業の経営状況(資金不足比率)

●本町の４指標と国の基準

平成 28 年度末　町債残高

■資金不足比率
〔各公営企業の資金不足額の事業規模に対する比率〕

比布町は各事業とも資金不足額がないため、資金不足

比率は発生しません。

■問い合わせ■役場総務企画課庶務係　☎８５‐４８０１

町税総額３億2,046万円÷人口3,811人※

歳出総額40億2,149万円÷人口3,811人※

※人口は本年３月末現在住民基本台帳等登録数

求人募集 町内事業所の求人募集情報をお知らせします。求人募集情報は町図書館玄関、農村環境改善

センターロビー、比布駅、くるみ保育園、旭川信金比布支店で掲示しています。
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「
比
布
町
人
事
行
政
の
運
営
等
の
状
況
の
公
表
に
関
す
る
条
例
及
び
条
例
施
行
規
則
」
に
基
づ
き
、

職
員
の
給
与
や
勤
務
条
件
な
ど
の
人
事
行
政
の
運
営
状
況
を
次
の
と
お
り
公
表
し
ま
す
。

な
お
、
平
成
28
年
度
比
布
町
人
事
行
政
の
運
営
な
ど
の
状
況
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
ま
た
は
、
役

場
総
務
企
画
課
庶
務
係
で
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
■
役
場
総
務
企
画
課
庶
務
係
　
☎
８
５
‐
４
８
０
１

平
成
28
年
度
町
職
員
の
給
与

勤
務
条
件
な
ど
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
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任
期
満
了
に
伴
う
比
布
町
長
選

挙
が
12
月
17
日
（
日
）
に
行
わ
れ

ま
す
。

　

比
布
町
の
将
来
を
考
え
、
大
切

な
あ
な
た
の
一
票
を
無
駄
に
し
な

い
う
よ
う
投
票
し
ま
し
ょ
う
。

　

な
お
、
投
票
所
は
左
記
の
と
お

り
で
す
。

12
月
17
日
は

比
布
町
長
選
挙
の
投
票
日
で
す

■
告
示
日　

12
月
12
日
（
火
）

■
投
票
日　

12
月
17
日
（
日
）

■
投
票
時
間　

午
前
７
時
～
午
後

８
時　

◆
選
挙
権

　

選
挙
権
は
、
国
民
の
最
も
重
要

な
参
政
権
で
あ
り
、
基
本
的
な
権

利
で
す
。

 

し
か
し
、
選
挙
権
を
持
つ
た
め

に
は
、一
定
の
条
件
が
あ
り
ま
す
。

【
今
回
の
比
布
町
長
選
挙
の
場
合
】

　

満
18
歳
以
上
で
引
き
続
き
３
か

月
以
上
、
比
布
町
に
住
民
登
録
さ

れ
て
い
る
方
で
す
。

▼
平
成
29
年
９
月
12
日
以
前
に
転

入
し
、
住
民
登
録
を
し
て
い
る
方

▼
平
成
11
年
12
月
18
日
以
前
に
生

ま
れ
た
方

◆
期
日
前
投
票
所

　

投
票
日
に
投
票
へ
行
け
な
い
人

は
、
期
日
前
投
票
を
行
う
こ
と
が

で
き
ま
す
。

■
期
間　

12
月
13
日
（
水
）
～
16

日
（
土
）

■
時
間　

午
前
８
時
30
分
～
午
後

８
時

■
場
所　

福
祉
会
館
第
２
研
修
室

（
１
階
）

　

な
お
、
期
日
前
投
票
に
お
越
し

の
際
は
、
投
票
所
入
場
券
を
ご
持

参
く
だ
さ
い
。

　

忘
れ
た
場
合
は
、
免
許
証
・
保

険
証
な
ど
で
本
人
確
認
を
さ
せ
て

い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
事
前
に
裏
面
に
氏
名
な

ど
を
記
載
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
、

お
願
い
し
ま
す
。

◆投票日の投票所

投票所 投票場所 対象行政区

第１投票所
農村環境改善
センター

１区～ 11 区、

26 区、市街地

第２投票所 蘭留地域センター
20 区～ 25 区、

蘭留町区あ あ 　　

第３投票所 東園地域センター 12 ～ 19 区

※投票所入場券・表面に記載していますので、
ご確認ください。

衆
議
院
議
員
総
選
挙
結
果

第
48
回
衆
議
院
議
員
総
選
挙
が
10
月
22
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

町
内
の
投
票
結
果
な
ど
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

町
内
の
投
票
率
は
小
選
挙
区
が

71
・
16
％
（
前
回
衆
院
選
が
65
・

72
％
）、
比
例
代
表
が
71
・
13
％

（
同
65
・
72
％
）と
大
き
く
上
昇
し
、

全
道
的
に
も
投
票
率
は
上
昇
し
ま

し
た
。

　

今
回
の
総
選
挙
投
票
率
は
小
選

挙
区
が
53
・
83
％
（
前
回
衆
院
選

が
52
・
66
％
）
と
前
回
よ
り
も
若

干
ポ
イ
ン
ト
は
上
回
っ
た
も
の
の

戦
後
２
番
目
と
な
る
低
水
準
を
記

録
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
総
選
挙
に
合
わ
せ
て
行

わ
れ
た
最
高
裁
判
所
裁
判
官
国
民

審
査
は
、
い
ず
れ
も
罷
免
を
求
め

る
投
票
が
過
半
数
に
達
し
な
い
た

め
、
全
員
が
信
任
さ
れ
ま
し
た
。

比
布
町
議
会

議
員
補
欠
選
挙
結
果

【比布町議会議員当選者】
　　　　　　　　　　　　

（敬称略氏名、年齢、党派）

大 熊 勝 幸
38 歳　無所属

安 藤 裕 子
64 歳　無所属

◆
不
在
者
投
票

①
投
票
日
に
長
期
出
張
や
出
稼
ぎ

の
た
め
比
布
町
に
い
な
い
場
合
、

出
先
の
市
町
村
で
投
票
が
で
き
ま

す
。
こ
の
場
合
、
比
布
町
選
挙
管

理
委
員
会
に
、
直
接
ま
た
は
郵
便

等
で
投
票
用
紙
な
ど
必
要
な
書
類

を
告
示
前
で
も
請
求
で
き
ま
す
。

（
Ｆ
Ａ
Ｘ
な
ど
で
の
請
求
も
可
能

で
す
。）
そ
の
後
、
交
付
さ
れ
た

投
票
用
紙
な
ど
を
持
参
し
て
、
投

票
す
る
市
町
村
区
の
選
挙
管
理
委

員
会
に
出
向
き
、
投
票
を
行
っ
て

く
だ
さ
い
。

②
指
定
さ
れ
た
病
院
（
施
設
）
に

入
院
（
所
）
し
て
い
る
人
は
、
病

院
（
施
設
）
で
投
票
で
き
ま
す
。

③
身
体
に
重
度
の
障
が
い
の
あ
る

人
や
介
護
保
険
の
要
介
護
状
態
区

分
が
要
介
護
５
の
認
定
を
受
け
て

い
る
人
は
、
申
請
に
よ
り
自
宅
で

投
票
で
き
ま
す
。

　

な
お
、
身
体
に
障
が
い
が
あ
る

方
は
、
代
理
記
載
の
方
法
に
よ
る

投
票
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

◆
問
い
合
わ
せ
◆

町
選
挙
管
理
委
員
会
（
役
場
総
務

企
画
課
）   

　
　
　
　
　
☎
８
５
‐
２
１
１
１

　
　
　
　
　
　

８
５
‐
２
３
８
９

比
布
町
議
会
議
員
の
定
数
か
ら
２
人
欠
員
に

対
し
て
、
新
人
４
人
の
立
候
補
の
届
け
出
が

あ
り
、
第
48
回
衆
議
院
議
員
総
選
挙
と
同
日

に
補
欠
選
挙
（
投
票
率
69
・
61
％
）
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
即
日
開
票
さ
れ
た
結
果
は
次
の

と
お
り
で
す
。

な
お
、
今
回
の
当
選
者
の
任
期
は
平
成
31
年

4
月
30
日
ま
で
の
残
任
期
間
と
な
り
ま
す
。
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９
月
16
日
（
土
）、
比
布
中
学

校
野
球
部
員
を
対
象
に
し
た
君
の

夢
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

今
回
、
技
術
指
導
を
い
た
だ
い

た
の
は
、
面
出
哲
志
さ
ん
（
元
近

鉄
バ
フ
ァ
ロ
ー
ズ
、
阪
神
タ
イ

ガ
ー
ス
投
手
）
と
西
島
貴
之
さ
ん

（
元
福
岡
ダ
イ
エ
ー
ホ
ー
ク
ス
外

野
手
）。元
プ
ロ
野
球
選
手
と
あ
っ

て
体
も
大
き
く
、
野
球
部
員
た
ち

は
そ
の
迫
力
に
圧
倒
さ
れ
ま
し

た
。
野
球
部
員
ら
し
く
元
気
に
あ

い
さ
つ
を
済
ま
せ
た
後
、「
投
球
」

と
「
打
撃
」
に
分
か
れ
て
技
術
指

導
が
始
ま
り
ま
し
た
。
投
球
指
導

は
面
出
さ
ん
が
担
当
し
、
主
に
投

手
を
中
心
に
フ
ォ
ー
ム
の
チ
ェ
ッ

ク
を
行
い
、「
手
を
顔
の
近
く
に

持
っ
て
き
て
投
げ
る
」「
踏
み
込

む
足
の
位
置
を
意
識
す
る
」
な
ど

改
善
す
べ
き
点
を
一
人
ひ
と
り
に

細
か
く
指
導
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
打
撃
指
導
は
西
島
さ
ん

が
担
当
。
バ
ッ
テ
ィ
ン
グ
セ
ン

タ
ー
の
施
設
を
利
用
し
な
が
ら
、

「
打
撃
時
の
上
半
身
と
下
半
身
の

使
い
方
」「
足
を
開
か
ず
に
打
つ
」

な
ど
の
的
確
な
打
撃
指
導
を
受

け
、
部
員
た
ち
は
ま
さ
に
目
か
ら

う
ろ
こ
。
今
後
の
練
習
に
も
積
極

的
に
取
り
入
れ
て
い
き
た
い
と
い

う
声
を
多
く
聞
き
ま
し
た
。
さ
ら

に
、
西
島
さ
ん
か
ら
は
「
比
布
中

学
校
の
野
球
部
員
は
バ
ッ
ト
を
強

く
振
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
、
今

後
が
楽
し
み
で
す
ね
」
と
お
褒
め

の
言
葉
も
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

細
川
雄
心
さ
ん
（
２
年
）
は

「
元
プ
ロ
の
方
に
正
し
い
打
ち
方
、

投
げ
方
を
一
人
ず
つ
丁
寧
に
教
え

て
も
ら
っ
て
、
と
て
も
良
い
経
験

に
な
り
ま
し
た
。
今
回
教
え
て
も

ら
っ
た
こ
と
を
意
識
し
て
、
毎
日

練
習
し
て
い
き
た
い
で
す
」。
長

谷
川
樹
さ
ん
（
１
年
）
は
「
足
の

使
い
方
な
ど
を
教
わ
っ
た
お
か
げ

で
悪
い
癖
が
少
し
直
っ
て
き
た
と

思
う
し
、
打
つ
コ
ツ
も
教
わ
っ
て

ボ
ー
ル
に
し
っ
か
り
当
た
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
」と
話
し
ま
し
た
。

　

技
術
指
導
終
了
後
は
、
札
幌

ド
ー
ム
に
移
動
し
、
プ
ロ
野
球
公

式
戦
「
北
海
道
日
本
ハ
ム
フ
ァ
イ

タ
ー
ズ
対
オ
リ
ッ
ク
ス
バ
フ
ァ

ロ
ー
ズ
」
を
観
戦
し
ま
し
た
。
普

段
は
練
習
や
大
会
な
ど
で
、
な
か

な
か
プ
ロ
野
球
を
観
戦
す
る
機
会

が
少
な
い
野
球
部
員
。
楽
し
み
な

が
ら
も
憧
れ
の
プ
ロ
野
球
選
手
の

一
流
の
プ
レ
ー
を
肌
で
感
じ
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
柴
田
来
夢
さ

ん
（
２
年
）
は
「
プ
ロ
野
球
選
手

君
の
夢
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
《
野
球
部
》

中
学
生

元
プ
ロ
野
球
選
手
の
技
術
指
導
＆
札
幌
ド
ー
ム
で

プ
ロ
野
球
公
式
戦
を
観
戦
！

の
す
ご
い
プ
レ
ー
や
フ
ァ
ン
サ
ー

ビ
ス
な
ど
に
感
動
し
ま
し
た
」。

ま
た
、加
川
岳
さ
ん（
３
年
）は「
い

つ
も
は
見
て
い
て
雑
だ
と
思
っ
て

い
た
プ
レ
ー
も
基
礎
が
し
っ
か
り

し
て
い
る
か
ら
こ
そ
で
き
る
プ

レ
ー
だ
と
学
び
ま
し
た
」
と
話
し

ま
し
た
。

　

今
回
の
君
の
夢
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

で
の
様
々
な
経
験
を
生
か
し
、
今

後
の
活
躍
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

の
す
ご
い
プ
レ
ー
や
フ
ァ
ン
サ
ー

ビ
ス
な
ど
に
感
動
し
ま
し
た
」。

ま
た
、加
川
岳
さ
ん（
３
年
）は「
い

に
な
り
ま
し
た
。
今
回
教
え
て
も

ら
っ
た
こ
と
を
意
識
し
て
、
毎
日

練
習
し
て
い
き
た
い
で
す
」。
長

谷
川
樹
さ
ん
（
１
年
）
は
「
足
の

君
の
夢
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
《
野
球
部
》

元
プ
ロ
野
球
選
手
の
技
術
指
導
＆
札
幌
ド
ー
ム
で

君
の
夢
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
《
野
球
部
》

君
の
夢
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
《
野
球
部
》

君
の
夢
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
《
野
球
部
》
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介護…

鳥井　直人さん

ＮＰＯ法人リーシャルビジネス推進センター
まる元運動教室担当・健康運動指導士

「元気になった！」といっていただ

けるととても嬉しいです♪ 見かけ

たら声をかけてくださいね！

楽しく体をうごかしましょう♪

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
・
肺
炎
を

予
防
し
ま
し
ょ
う

　

抵
抗
力
（
免
疫
力
）
が
低
下
し

や
す
い
高
齢
者
に
と
っ
て
、
冬
は

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
や
風
邪
に
か
か

り
や
す
く
、
さ
ら
に
高
熱
が
出
た

り
、
肺
炎
に
な
る
危
険
性
も
高
ま

り
ま
す
。
肺
炎
は
日
本
の
死
因
第

３
位
で
、
そ
の
95
％
以
上
が
65
歳

以
上
の
高
齢
者
で
す
。

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
や
肺
炎
は
、

ウ
イ
ル
ス
が
活
発
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
の
ど
の
粘
膜
の
防
御
反
応

が
低
下
す
る
た
め
、
感
染
し
や
す

く
な
り
ま
す
。

　

洗
濯
物
や
ぬ
れ
タ
オ
ル
を
室
内

に
干
し
て
湿
度
を
保
つ
ほ
か
、
の

ど
を
乾
燥
さ
せ
な
い
た
め
に
、
マ

ス
ク
を
着
用
し
た
り
、
水
分
補
給

を
こ
ま
め
に
す
る
こ
と
も
大
切
で

す
。

■
か
ら
だ
の
免
疫
力
を
高
め
る

①
バ
ラ
ン
ス
良
く
栄
養
を
と
り
ま

し
ょ
う

　

野
菜
だ
け
で
な
く
、
肉
な
ど
の

た
ん
ぱ
く
質
、
乳
製
品
な
ど
を
バ

ラ
ン
ス
よ
く
食
べ
る
こ
と
で
、
病

気
に
負
け
な
い
強
い
体
を
作
り
ま

す
。

▼
粘
膜
の
働
き
を
保
つ
…
ビ
タ
ミ

ン
Ａ
を
含
む
食
品
（
レ
バ
ー
、
ニ

ン
ジ
ン
な
ど
）

▼
免
疫
力
を
上
げ
る
…
緑
黄
色
野

菜
、
タ
ン
パ
ク
質

▼
腸
を
守
る
…
善
玉
乳
酸
菌
を
含

む
食
品
（
ヨ
ー
グ
ル
ト
な
ど
）、

オ
リ
ゴ
糖
を
含
む
食
品（
ご
ぼ
う
、

玉
ね
ぎ
、
バ
ナ
ナ
な
ど
）

②
持
病
の
治
療
に
つ
と
め
ま
し
ょ

う
　

免
疫
力
を
低
下
さ
せ
る
糖
尿

病
、
肺
疾
患
、
心
臓
病
、
肝
臓
病

な
ど
の
慢
性
疾
患
を
お
持
ち
の
方

は
、
治
療
を
続
け
る
こ
と
が
肺
炎

予
防
の
カ
ギ
で
す
。

■
予
防
接
種
を
受
け
る

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
や
肺
炎
球
菌

の
ワ
ク
チ
ン
を
接
種
し
ま
し
ょ

う
。

普
段
の
心
が
け
で
予
防
が
で
き
ま

す
。
こ
の
冬
を
元
気
に
乗
り
切
る

た
め
に
、
以
下
の
こ
と
に
気
を
つ

け
て
く
だ
さ
い
。

■
毎
日
で
き
る
こ
と

①
う
が
い
・
手
洗
い
は
家
族
全
員

の
習
慣
に
し
ま
し
ょ
う

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防
に

は
、
ウ
イ
ル
ス
を
家
に
持

ち
込
ま
な
い
こ
と
が
大
切

で
す
。帰
宅
時
の
う
が
い
・

手
洗
い
を
家
族
全
員
の
習

慣
に
し
ま
し
ょ
う
。
部
屋

の
換
気
、
マ
ス
ク
の
着
用

も
効
果
的
で
す
。

②
低
温
、
乾
燥
を
防
ぎ
、

ウ
イ
ル
ス
の
活
発
化
を
防

ぎ
ま
し
ょ
う

　

室
温
は
20
度
、
湿
度
は

50
％
以
上
を
保
つ
こ
と
が

理
想
的
で
す
。

　

低
温
で
空
気
が
乾
燥
す

る
と
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

　

予
防
接
種
は
、
感
染
や
重
症
化

を
防
ぐ
効
果
の
高
い
予
防
法
で

す
。
自
己
負
担
軽
減
な
ど
の
制
度

が
あ
り
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
保

健
セ
ン
タ
ー
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

地震が起きた時には…！

　先月号では火災について学んだね？ 被害の拡大を防ぐに

は初期消火が重要だ！さて、今月号では地震について勉強

しよう。地震は火災とも関わりがあるんだ。これまで、比

布町では地震が起きたことはほとんどないんだ。だけど、

まったく起こらないとも限らないから、この機会に地震へ

の備えを確認していこう！

　まずは身の安全を確保することが一番大切だよ。これ

までも勉強してきたね。比布町は地震が少ないから、い

ざ大地震が起きた時は、動くことが難しいんだ。だから

こそ普段の生活の中で意識して地震に備えておくこと

が大切なんだよ。これを機に、みんなも一度地震につい

て考えてみよう。防災レンジャーとの約束だ！

１．まずは身の安全の確保　

　　ゆれを感じたら、速やかに安全なところへ移動しましょう。

２．すばやく火を消す

　　身の安全を確保できたら、火を消します。

３．戸を開けて出口の確保

　　建物がゆがんで、ドアが開かなくなることがあります。

４．火が出たらすぐに消火

　　万が一出火してしまった時にはすぐに初期消火を試みましょう。

５．あわてて外に飛び出さない

　　あわてて飛び出すと、けがをする恐れがあります。

　　ガラスなどの落下物に注意しましょう。

６．持ち物は最低限！なるべく徒歩で避難

　　道路の損害などで車は動けないことがあり、放置した場合、緊急

　　車両の妨げにもなります。

■問い合わせ　

役場総務企画課生活安全係

☎８５-４８０１

子どもの広場11月の行事予定

ストーブの周りを点検するリアル防災レッド

＊子どもの広場＊
■開催日■　
月・水・金曜日：午前９時～正午・午後１時～３時
火・木曜日：午前９時～正午
■内容■　入園前の親子を対象に、遊びや育児に関しての
情報提供や保護者同士の交流の場として開催しています。
予約は不要です。

＊子育て相談＊
■開催日■　子どもの広場開催中（随時）
■内容■　保育士による子育て相談を行います。必要に応
じて、保健師や栄養士も対応します。事前に予約が必要です。
※町民カレンダーに開催日を掲載しています。
＊今月の行事＊
■すくすく子育て講座「ヨガ教室」（託児あり）
　11 月 17 日（金）午前 10 時～正午　講師：西田 明日香 氏
■壁画せいさく　11 月 20 日（月）
■おたのしみ会　　11 月 24 日（金）午前 11 時～正午

■問い合わせ■　
　保健センター
　☎８５‐２５５５

　まずは身の安全を確保することが一番大切だよ。これ
暖房器具の周りに燃え
やすいものを置いてお
くと、地震の際に燃え
移ることがあるよ。

まずは身の安全を確保すること。これまで
も勉強してきたね。地震の際には建物の倒
壊も恐ろしいけど、同時に火災も恐いんだ。
先月号で勉強したことを思い出そう。

たしか、初期消火が
大切だったな…。天
井まで火が届いた
らすぐに逃げよう。

子どもの広場 10 月の行事予定

☎

☎

火災が発生したら…！

火災発生時の三原則 !

２．早く消す

３．早く逃げる

天井に火が移る前に消火すること

（初期消火）が大事。出火から３分

以内が勝負。消火器は下から、水バ

ケツは上から消化しましょう。

１. 早く知らせる

天井に火が燃え移ったら手に
負えません。すぐに避難しま
しょう。逃げるときにはでき
るだけ燃えているところの窓
やドアを閉めましょう。

すばやく周りの人たちに
火事を知らせ、あわてず
に１１９番通報。

火元
消火する時の注意点油なべ

直接水をかけて消火するのは絶
対ダメ。大きなふたや濡らした
毛布をかけ、その上から一気に
水をかける。石油ストーブ 濡らした毛布などをかけ、その
上から一気に水をかける。

電気製品 感電の恐れがあるので、コンセ
ントを抜いてから水をかける。

カーテン
ふすま

天井に火が回る前にカーテンを
引きずり下ろし、ふすまは蹴り
倒して消火する。

9 広報ぴっぷ　October  2017

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
は
高
齢
者
の
総
合
相
談
窓
口
で
す

町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

（
役
場
保
健
福
祉
課
内
）
☎
８
５
‐
２
１
１
２
（
直
通
）
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24　　 ぶっくん☆シアター（映画上映会） ９　　 としょかんクリスマス会

　ほうきにのった魔女をおいかけるジャック。あとをおいか
けて森の中に入ると、魔女やこおに、ひとくいおにたちがパー
ティーの準備をしていた。それをこっそり見ていたジャック
は、おなかをすかせたひとくいおににつかまってしまい…？

　舞台は創業百年を迎える中堅造船会社。配置、異動、昇進、
左遷… 人事の数だけドラマがある。私たちは誰もが望んで
望まれて、選んで選ばれて働いているのだと見失いがちな
ことに「気づく」。会社で働く苦悩、葛藤、そして幸福。す
べてが詰まった共感度ＭＡＸの物語。

　結核で床に伏した学生時代。薬も設備も足りない中、医
師としての使命を全うした戦中戦後。よど号ハイジャック
事件からの生還。延べ 1300 人の患者を救った地下鉄サリ
ン事件。そして、最愛の妻を主治医として看取った 101 歳。
この 105 年には壮大なドラマがある。

 　　　「乗りかかった船」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　瀧羽 麻子 / 著

１

２
　　　「僕は頑固な子どもだった」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　日野原 重明 / 著

３

人事の決定は、人生を左右する！？
明日、働く元気がもらえる全七編の
連作短編集

迷える時代に「決断」してきた
ドクター・日野原重明の原点は何か？

ハロウィーンのよる、

ゾクゾクするぼうけんのおはなし

　　　「魔女たちのパーティー」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロンゾ・アンダーソン /文

ぴっぷちょう としょかん

ぶっくんノート [11月号 ]
□開館時間　午前 10 時～午後６時　　□休館日　毎週月曜日(祝日の場合は次の日)６日、13日、20日、27日
□館内整理日　29 日（水）

午前10：00～ 午前10：30～　人形劇、工作

11月 12月

「湯を沸かすほどの熱い愛」

（金） （土）

参加は無料で、
申し込みも不要！

　銭湯「幸（さち）の湯」を営む幸野家。しかし、父
が１年前にふらっと失踪し、銭湯は休業状態。母・双
葉は、持ち前の明るさと強さで、パートをしながら、
娘を育てていた。そんなある日、突然、「余命わずか」
という宣告を受ける。その日から彼女は、「絶対にやっ
ておくべきこと」を決め、実行していく。死にゆく母
の熱い思いと、想像もつかない驚きのラストに、涙と
生きる力がほとばしる家族の愛の物語。
主演：宮沢りえ、杉咲花、オダギリジョー、松坂桃李
ほか
2016（平成 28 年）公開。125 分。

まんまるお月さま

おす★ ★すめ★ 新着★ ★図書★ 第37話

▼
生
活
習
慣
病
と
体
重

　

生
活
習
慣
病
で
あ
る
高
血
圧
・

糖
尿
病
・
脂
質
異
常
症
な
ど
の
疾

患
に
は
、
体
重
の
増
減
が
大
き
く

影
響
し
ま
す
。
体
重
の
管
理
、
特

に
肥
満
を
解
消
す
る
と
改
善
に
効

果
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
き
て

い
ま
す
。

　　

食
べ
る
と
糖
や
脂
肪
が
体
の
中

に
入
り
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
利

用
さ
れ
ま
す
が
、
余
る
と
中
性
脂

き
た
よ
ん
通
信

　

９
月
29
日
（
金
）
に
当
麻
町
公

民
館
ま
と
ま
ー
る
で
、
上
川
中
部

北
４
町
だ
れ
も
が
暮
ら
し
や
す
い

地
域
づ
く
り
協
議
会
主
催
の
研
修

会
を
開
催
し
ま
し
た
。

 

「
だ
れ
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

地
域
に
つ
い
て
考
え
る
～
み
ん
な

の
権
利
を
守
る
た
め
に
～
」
を

テ
ー
マ
に
、
名
寄
市
立
大
学
保
健

福
祉
学
部
の
長
谷
川
武
史
講
師
よ

り
障
害
者
虐
待
防
止
法
に
つ
い
て

の
制
度
概
要
、
障
が
い
者
虐
待
の

現
状
、
虐
待
が
起
こ
る
背
景
や
対

応
に
つ
い
て
ご
講
演
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

こ
れ
か
ら
の
取
り
組
み
と
し

て
、
住
民
の
目
を
育
て
る
こ
と
や

地
域
共
生
社
会
の
実
践
の
中
で
地

域
か
ら
孤
立
さ
せ
な
い
、
排
除
さ

せ
な
い
こ
と
が
重
要
で
あ
る
こ
と

や
、
虐
待
は
ど
こ
で
も
発
生
し
得

る
こ
と
を
基
本
的
な
視
点
と
し
て

持
つ
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
の
助

言
が
あ
り
、
当
日
参
加
さ
れ
た
方

の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、「
人
と
人

の
つ
な
が
り
が
大
事
」、「
お
互
い

の
立
場
を
理
解
し
、
思
い
や
る
気

持
ち
を
持
つ
地
域
に
す
る
こ
と
が

必
要
」
な
ど
多
く
の
意
見
・
感
想

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

今
回
の
研
修
会
に
参
加
さ
れ
た

方
だ
け
で
は
な
く
、
だ
れ
も
が
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
づ
く
り
の

た
め
に
、
み
な
さ
ま
か
ら
の
意
見

を
お
寄
せ
下
さ
い
。

※
地
域
づ
く
り
協
議
会
で
は
、
障

が
い
の
有
無
に
関
わ
ら
ず
、
だ
れ

も
が
暮
ら
し
や
す
い
地
域
に
し
て

い
く
た
め
の
権
利
擁
護
や
啓
発
活

動
に
つ
い
て
話
し
合
い
、
考
え
る

場
と
し
て
研
修
会
を
行
っ
て
い
ま

す
。
今
回
の
テ
ー
マ
「
障
害
者
虐

待
防
止
法
」
は
、
平
成
24
年
10
月

か
ら
施
行
さ
れ
た
障
が
い
の
あ
る

方
の
尊
厳
を
守
る
法
律
で
、
障
が

い
の
あ
る
方
へ
の
虐
待
防
止
や
養

護
者
に
対
す
る
支
援
に
取
り
組
む

た
め
に
制
定
さ
れ
ま
し
た
。

①
ヘ
ル
プ
マ
ー
ク

　　

援
助
や
配
慮
を
必
要
と
し
て
い

る
こ
と
が
外
見
か
ら
は
分
か
ら
な

い
方
が
、
着
用
す
る
こ
と
で
周
囲

の
方
に
配
慮
を
必
要
と
し
て
い
る

こ
と
を
知
ら
せ
た
り
、
援
助
が
得

や
す
く
す
る
も
の
で
す
。

■
対
象
者
■　

外
見
か
ら
は
配
慮

や
援
助
が
必
要
と
分
か
り
に
く
い

方※
ヘ
ル
プ
マ
ー
ク
の
配
付
に
あ
た

り
、
手
帳
な
ど
の
提
示
は
不
要
で

す
が
、
氏
名
や
必
要
な
理
由
（
障

が
い
の
有
無
な
ど
）
に
つ
い
て
、

受
付
時
に
記
載
し
て
い
た
だ
く
必

要
が
あ
り
ま
す
。

②
ヘ
ル
プ
カ
ー
ド

　　

障
が
い
の
あ
る
人
な
ど
が
持
ち

歩
き
、
災
害
時
や
緊
急
時
な
ど
、

周
囲
の
人
に
手
助
け
を
求
め
た
い

時
な
ど
に
提
示
す
る
も
の
で
す
。

■
対
象
者
■　

障
が
い
な
ど
が
あ

り
、
周
囲
か
ら
手
助
け
が
必
要
な

方【
配
付
場
所
】　
保
健
福
祉
課
福
祉

係 

※
ヘ
ル
プ
マ
ー
ク
は
要
申
請
。

上
川
中
部
北
４
町

「
だ
れ
も
が
暮
ら
し
や
す
い
地
域
づ
く
り
研
修
会
」

開
催
し
ま
し
た

肪
に
変
え
て
脂
肪
細
胞
に
た
め
込

み
ま
す
。
中
性
脂
肪
は
心
臓
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
源
な
ど
と
し
て
蓄
え
ら

れ
ま
す
が
、
余
分
に
た
ま
る
と
体

の
中
で
悪
さ
を
し
て
し
ま
い
ま

す
。

▼
肥
満
を
防
ぐ
食
生
活
を
！

　

人
は
い
つ
肥
満
す
る
の
か
？
正

解
は
夜
で
す
。
脂
肪
の
合
成
は
夜

に
活
発
に
な
る
の
で
、
脂
肪
を
減

少
さ
せ
る
に
は
、
夜
の
食
事
量
を

多
く
し
な
い
こ
と
、
遅
い
時
間
に

大
量
に
食
べ
な
い
こ
と
が
大
切
で

す
。
夕
食
や
夜
食
が
８
時
や
９
時

に
な
る
場
合
は
、
夕
食
を
２
回
に

分
け
る
と
い
う
方
法
が
あ
り
ま

す
。
６
時
く
ら
い
に
ご
飯
や
パ
ン

な
ど
の
炭
水
化
物
の
多
い
食
品
を

食
べ
て
お
い
て
、
残
り
の
お
か
ず

（
野
菜
や
肉
、
魚
な
ど
）
を
後
で

食
べ
る
よ
う
に
し
て
、
な
る
べ
く

遅
い
時
間
に
食
べ
る
量
を
減
ら
す

よ
う
に
し
て
い
き
ま
す
。ま
た
は
、

思
い
切
っ
て
夕
食
は
軽
め
に
す
ま

せ
て
朝
食
で
し
っ
か
り
食
べ
る
と

い
う
方
法
も
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
冬
を
迎
え
寒
く
な
る

と
、
体
を
動
か
す
量
が
夏
と
比
べ

て
減
っ
て
い
き
ま
す
。
食
べ
る
量

に
も
気
を
つ
け
、
体
重
の
管
理
に

注
意
し
ま
し
ょ
う
。

体重が増える＝肥満＝脂肪細胞が大きくなる

脂肪をため込んで
大きくなる

心臓のエネルギー源

飢
きが

餓に備えるための蓄え

食べ過ぎると、中性
脂肪が余分にたまる。

→ 血圧が上がりやすくなった
り、動脈硬化が進んだりなど、
体内に悪い影響を及ぼす。

核
《脂肪細胞》

中性脂肪

しかし！

食べると、

ヘ
ル
プ
マ
ー
ク
お
よ
び

ヘ
ル
プ
カ
ー
ド
の
配
付
を
開
始
し
ま
す
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情報満載
８５－２１１１
８５－４８０１
８５－４８０２
８５－４８０３
８５－４８０４
８５－２１１２
８５－４８０６
８５－４８０７
８５－４８０８
８５－４８０９
８５－２２６２
８５－３３５４
８５－２５１３
８５－２５５５
８５－４０１１
８５－２３８３
８５－４７００

みなさんのご家庭のかわいいアイドルをご紹介
ください。最近の写真とコメントを添えて、役
場総務企画課広報係にお寄せください。写真は
カラー・白黒を問わず、Ｅメールでの投稿もお
待ちしています。宛先は裏表紙をご覧ください。

　歌と踊りと野菜が大好きな、活発

で人懐こい２歳児です。空中にいる

時間が長いです。みんな見かけたら

声をかけてね

出
で

口
ぐち

　朱
あか

璃
り

ちゃん

雅人さん・幸子さんの長女

（２歳８か月・新町）

比布町役場（代表）
　　　総務企画課
  まちづくり推進室
　　　税務住民課
　　　保健福祉課
地域包括支援センター
　　　産業振興課
　　　建　設　課
　　　議会事務局
　　　農業委員会
比布町教育委員会
図書館
体育館・改善センター
保健センター
農業対策室
グリーンパークぴっぷ
遊湯ぴっぷ

お
知
ら
せ
し
ま
す

Ｊ
‐
Ａ
Ｌ
Ｅ
Ｒ
Ｔ

訓
練
放
送
を
行
い
ま
す

　

全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム
「
Ｊ

‐
Ａ
Ｌ
Ｅ
Ｒ
Ｔ
（
ジ
ェ
イ
ア
ラ
ー

ト
）」
の
訓
練
放
送
を
行
い
ま
す
。

　

全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム
と

は
、
総
務
省
消
防
庁
が
運
用
し
て

い
る
シ
ス
テ
ム
で
、
地
震
や
武
力

攻
撃
、
特
別
警
報
な
ど
、
そ
の
対

処
に
時
間
的
余
裕
の
な
い
緊
急
情

報
を
国
が
直
接
、
町
の
防
災
行
政

無
線
を
利
用
し
て
町
民
の
み
な
さ

ん
に
お
知
ら
せ
す
る
も
の
で
す
。

　

訓
練
放
送
の
日
時
、
放
送
の
内

容
な
ど
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

■
日
時
■
11
月
14
日
（
火
）
午
前

11
時

■
放
送
内
容
■

①
上
り
４
音
チ
ャ
イ
ム

②
「
こ
れ
は
、
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
の
テ

ス
ト
で
す
」（
３
回
繰
り
返
し
）

③
「
こ
ち
ら
は
、
防
災
ぴ
っ
ぷ
で

す
」

④
下
り
４
音
チ
ャ
イ
ム

　

訓
練
当
日
は
、
戸
別
受
信
機
と

屋
外
拡
声
器
が
強
制
音
量
で
放
送

さ
れ
ま
す
。
み
な
さ
ん
の
命
を
守

る
大
事
な
訓
練
で
す
。
ご
理
解
を

お
願
い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
■

　
役
場
総
務
企
画
課
生
活
安
全
係

大
切
な
手
続
き
で
す

年
末
調
整
説
明
会
を
開
催
し
ま
す

　

年
末
調
整
の
仕
方
や
給
与
支
払

報
告
書
（
源
泉
徴
収
票
）、
各
種

支
払
調
書
の
作
成
と
提
出
に
つ
い

て
の
説
明
会
を
次
の
と
お
り
開
催

し
ま
す
。

　

な
お
、
年
末
調
整
に
関
す
る
諸

用
紙
は
事
前
に
送
付
し
ま
す
の

で
、
出
席
を
さ
れ
る
方
は
忘
れ
ず

に
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

■
日
時
■
11
月
17
日
（
金
）
午
前

10
時

■
場
所
■
図
書
館
視
聴
覚
室

■
問
い
合
わ
せ
■

　

役
場
税
務
住
民
課
税
務
係

　
旭
川
東
税
務
署☎

２
３
‐
６
２
９
１

参
加
チ
ー
ム
募
集
中
！

第
39
回
全
町
女
性
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

大
会
を
開
催
し
ま
す

　

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
を
通
じ
て
親
睦

と
交
流
を
深
め
、
互
い
に
健
康
な

体
と
明
る
い
心
を
培
い
、
ス
ポ
ー

ツ
の
活
性
化
と
地
域
の
連
帯
高
揚

を
図
る
た
め
、
全
町
女
性
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
大
会
を
開
催
し
ま
す
。

■
日
時
■
12
月
３
日
（
日
）
午
前

９
時
開
会
式

■
場
所
■
町
体
育
館

■
参
加
資
格
■
11
月
１
日
現
在
で

住
民
登
録
の
あ
る
、
町
内
在
住
の

中
学
生
以
上
の
女
性
。

※
男
性
も
一
部
参
加
可
能
。

※
行
政
区
が
単
独
で
出
場
す
る
場

合
、
住
民
登
録
の
な
い
学
生
も
参

加
で
き
ま
す
。

　

詳
し
く
は
要
綱
を
ご
確
認
く
だ

さ
い
。

■
チ
ー
ム
編
成
■

①
選
手
登
録
人
数
は
15
人

②
市
街
地
区
の
行
政
区
は
２
チ
ー

ム
ま
で
出
場
可

（
た
だ
し
、
１
チ
ー
ム
は
女
性
の

み
で
編
成
す
る
こ
と
）

③
市
街
地
区
以
外
の
行
政
区
は
、

単
独
で
の
出
場
を
基
本
と
す
る

が
、
混
成
チ
ー
ム
も
出
場
可

■
参
加
締
切
■
11
月
２
日
（
木
）

▼
代
表
者
会
議

■
日
時
■
11
月
13
日
（
月
）
午
後

７
時

■
場
所
■
福
祉
会
館
第
３
研
修
室

■
問
い
合
わ
せ
■

　
教
育
委
員
会
ス
ポ
ー
ツ
振
興
係

利
用
申
し
込
み
の
お
知
ら
せ

農
産
加
工
室
12
月
分
申
し
込
み

　　

12
月
１
日
か
ら
28
日
ま
で
の
間

に
、
改
善
セ
ン
タ
ー
農
産
加
工
室

の
利
用
を
希
望
す
る
方
は
、
５
人

以
上
の
グ
ル
ー
プ
で
、
加
工
品
目

と
数
量
を
ま
と
め
て
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

■
締
切
■
11
月
13
日
（
月
）

■
抽
選
会
■
11
月
20
日
（
月
）
午

前
９
時
30
分
か
ら
福
祉
会
館

■
問
い
合
わ
せ
■

　

役
場
産
業
振
興
課
特
産
振
興
係

表
彰

小
池
良
和
さ
ん
（
寿
町
）
が

学
校
保
健
功
労
者
表
彰
を
受
賞

　
小
池
良
和
さ
ん
（
寿
町
）
が
平

成
29
年
度
学
校
保
健
功
労
者
表
彰

を
受
賞
し
、
10
月
１
日
に
表
彰
さ

れ
ま
し
た
。
小
池
さ
ん
は
昭
和
52

年
か
ら
比
布
町
公
立
学
校
薬
剤
師

と
し
て
活
躍
。
平
成
19
年
か
ら
は

比
布
町
学
校
給
食
運
営
委
員
と
し

て
、
衛
生
管
理
の
専
門
家
と
い
う

立
場
で
、
学
校
給
食
の
運
営
を
適

正
か
つ
円
滑
に
行
う
た
め
、
運
営

委
員
会
で
は
学
校
給
食
に
必
要
な

調
査
研
究
・
審
議
を
行
う
な
ど
学

校
保
健
事
業
の
推
進
に
貢
献
さ
れ

て
い
ま
す
。

【
お
詫
び
と
訂
正
】

　

広
報
ぴ
っ
ぷ
10
月
号
の
「
戸
籍

の
ま
ど
」
で
ご
紹
介
し
ま
し
た
お

名
前
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。
心

よ
り
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。　

　

正
し
く
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　

(

誤)　

廣
瀨　

芙ふ

羽う

奈な

ち
ゃ
ん

　

(

正)　

廣
瀨　

芙ふ

羽う

菜な

ち
ゃ
ん

戸

籍

の

ま

ど

 （
10
月
15
日
ま
で
の
届
出
）

総 数
男
女

世帯数

３，８０４
１，７８４
２，０２０
１，８３５

人

人

人

世帯

（－ 14）
（－９）
（－５）
（－６）

まちの人口（９月末現在）

※住民基本台帳登録数
（　）は対前月増減数

情報＊満載

※
了
承
を
い
た
だ
い
た
方
の
み
掲
載
し
て

い
ま
す
。

国民年金保険料
免除制度をごぞんじですか？

■問い合わせ■役場税務住民課戸籍年金係■
■旭川年金事務所　☎２７-１６１１■

★☆ 国民年金保険料は忘れずに納めましょう ☆★

◆
お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す
◆

（
氏
名
・
享
年
・
行
政
区
）

　

谷　
　

正
一
さ
ん　
　
　

94
歳
（
５
区
）

　

久
田　

勝
義
さ
ん　
　
　

77
歳
（
12
区
）

　

有
田　

キ
ヌ
さ
ん　
　
　

86
歳
（
13
区
）

　

髙
橋　

幸
子
さ
ん　
　
　

80
歳
（
21
区
）

　

大
野　
　

枝
さ
ん　
　
　

95
歳
（
南
町
）

　

舟
根　

德
夫
さ
ん 

　

 

85
歳
（
中
町
）

　

橋
場　

勇
喜
さ
ん 

   

84
歳
（
新
町
）

　
　
　
　

秀
夫
さ
ん　
　
　

62
歳
（
寿
町
）

　保険料免除制度　… 納付が困難なとき
　経済的な理由など、保険料を納めることが困難なときに利用できる制
度で、申請が承認されると保険料納付の全額または一部が免除されます。
※本人、世帯主、配偶者の前年所得が、一定額以下の方。（失業した方
は特例で申請できる場合があります。）

　納付猶予制度　… 50歳未満の方（平成28年6月以前は30歳未満の方）

　本人が 50 歳未満であるときに限って利用できる制度で、申請が承認
されると保険料全額の納付が猶予されます。
※本人、配偶者（世帯主を除く）の前年所得が一定額以下の方。（失業
した方は特例で申請できる場合があります。）

　学生納付特例制度　 … 学生の方
　学生に限って利用できる制度で、申請が承認されると保険料全額の
納付が猶予されます。
※本人の前年の所得が一定額以下の方

◆
誕
生
お
め
で
と
う
◆

（
あ
か
ち
ゃ
ん
・
行
政
区
・
保
護
者
）

　

大
泉　
　

慧け
い

く
ん　  　
（
新
町
）

　
　
　
　
　

道
さ
ん

・
深
香
さ
ん

　

久
保
田　

和わ

匠く

く
ん　  

（
寿
町
）

　
　
　
　
　

元
気
さ
ん

・
沙
智
さ
ん

　

大
島　

あ
き
の
ち
ゃ
ん　 

（
緑
町
）

　
　
　
　
　

慎
吾
さ
ん

・
し
の
ぶ
さ
ん
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申
し
込
み
の
お
知
ら
せ

自
衛
官
募
集
案
内

　
▼
自
衛
官
候
補
生
（
男
子
）

■
受
験
資
格
■
18
歳
以
上
27
歳
未

満
の
男
子

■
受
付
期
間
■
年
間
を
通
じ
て

行
っ
て
い
ま
す
。

■
試
験
日
■
受
付
時
に
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

▼
陸
上
自
衛
隊
高
等
工
科
学
校
生
徒

■
受
験
資
格
■
男
子
で
中
卒
（
見

込
含
）
17
歳
未
満
の
者

■
受
付
期
間
■
平
成
29
年
11
月
１

日
（
水
）
～
平
成
30
年
１
月
９
日

（
火
）

■
試
験
日
■
【
一
次
試
験
】
30
年

１
月
20
日
（
土
）

■
問
い
合
わ
せ
■

　
自
衛
隊
旭
川
地
方
協
力
本
部 

　
北
地
区
隊 

☎
５
４
‐
５
６
１
７

　
役
場
総
務
企
画
課
生
活
安
全
係

11
月
13
日
〜
19
日
は

「
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」

強
化
週
間
で
す

　

11
月
13
日
か
ら
19
日
ま
で
全
国

一
斉
「
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ

ン
」強
化
週
間
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

　

夫
や
パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら
の
暴

力
、
職
場
で
の
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
ハ

ラ
ス
メ
ン
ト
な
ど
女
性
の
人
権
に

関
す
る
相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま

す
。

　

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
厳
守

し
ま
す
。
ひ
と
り
で
悩
ま
ず
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

▼
全
国
一
斉
「
女
性
の
人
権
ホ
ッ

ト
ラ
イ
ン
」
強
化
週
間
相
談
電
話

■
日
時
■
11
月
13
日
（
月
）
～
19

日
（
日
）【
平
日
】
午
前
８
時
30

分
～
午
後
７
時
【
土
日
】
午
前
10

時
～
午
後
５
時

■
相
談
電
話
番
号
■

 　

☎
０
５
７
０
‐
０
７
０
‐
８
１
０

■
問
い
合
わ
せ
■

　
旭
川
地
方
法
務
局
人
権
擁
護
課

☎
３
８
‐
１
１
１
４

ご
利
用
く
だ
さ
い

地
方
税
の
申
告
は
ｅエ

ル
タ
ッ
ク
ス

Ｌ
Ｔ
Ａ
Ｘ
で

　

地
方
税
ポ
ー
タ
ル
シ
ス
テ
ム

（
ｅ
Ｌ
Ｔ
Ａ
Ｘ
）
は
、
地
方
税
の

手
続
き
を
電
子
的
に
行
う
シ
ス
テ

ム
で
す
。

　

地
方
税
の
申
告
や
納
付
を
窓
口

に
出
向
く
こ
と
な
く
、
自
宅
や
オ

フ
ィ
ス
、
税
理
士
事
務
所
な
ど
の

パ
ソ
コ
ン
か
ら
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

を
通
じ
て
、
簡
単
に
行
う
こ
と
が

で
き
ま
す
。
法
人
道
民
税
、
事
業

税
、
地
方
法
人
特
別
税
の
申
告
、

各
種
届
出
は
ｅ
Ｌ
Ｔ
Ａ
Ｘ
を
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
■

　
上
川
総
合
振
興
局
課
税
課
事
業

　
税
関
税
係
　
☎
４
６
‐
５
９
２
６

お
子
さ
ん
の
教
育
資
金
は

「
国
の
教
育
ロ
ー
ン
」（
日
本
政
策

金
融
公
庫
）
が
サ
ポ
ー
ト

　

高
校
、大
学
な
ど
へ
の
入
学
時
、

在
学
中
に
か
か
る
費
用
を
対
象
と

し
た
公
的
な
融
資
制
度
で
す
。

　

お
子
さ
ん
一
人
に
つ
き
３
５
０

万
円
以
内
を
固
定
金
利
（
年
１
・

81
％
、
平
成
29
年
８
月
31
日
現
在
）
で

利
用
で
き
、
在
学
期
間
内
は
利
息

の
み
の
返
済
も
可
能
で
す
。

　

ま
た
、
今
年
度
か
ら
子
ど
も
３

人
以
上
の
一
部
世
帯
、
世
帯
年
収

２
０
０
万
円
以
下
の
方
へ
の
優
遇

制
度
の
支
援
が
拡
充
さ
れ
ま
し

た
。

■
問
い
合
わ
せ
■

　
日
本
政
策
金
融
公
庫
　
　

　

☎
０
５
７
０
‐
０
０
‐
８
６
５
６

（■コース　回数 /対象 /定員 /受講料）

■一般（午前・午後）
　全８回 /中学生以上 /午前・午後各 10 人 /12,000 円

■小中学生（午前・午後）
　全８回 /小中学生 /午前・午後各 80 人 /12,000 円

■幼児（午前・午後）
　全８回 /年中・年長児 /午前・午後各 25 人 /16,000 円

■エンジョイ（午後）
　全８回 /おおむね 50 歳以上 /10 人 /12,000 円　

■級別１級チャレンジレッスン
　全６回 /級別 2級保持者 /10 人 /10,000 円

■アスリートジュニアレッスン
　全 18 回 / 小中学生（級別 2級以上）/10 人 /24,000 円

■短期集中コース（１期・２期）
　全３回/年中児以上（大人可）/30人 /8,000円

全日本スキー連盟公認 比布スキー学校

2017-18 比布スキー学校　各コースのご案内
　所定の申し込み用紙に必要事項を記入の上、「一
斉受付会場」にて受講料を添えてお申し込みくだ
さい。各コースとも定員になり次第締め切ります。
　なお、定員に満たなかったコースは、12 月１日
からスキー学校で、随時受け付けます。

〈一斉受付〉　
■日時　11 月 19 日（日）　9：30‐12：00　
■場所　ぴっぷスキー場センターハウス「スキップ」

詳しくは役場、旭川市内のスポーツ店などに設置して
いる「スキーレッスン募集案内」をご覧ください。

比布スキー学校　
☎８５‐３１４８（12 月１日から常駐予定）

制
度
説
明
会
を
開
催
し
ま
す

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
（
学

校
運
営
協
議
会
）
研
修
会
を
開
催

▼
Ｃ
Ｓ
と
は

▼
な
ぜ
Ｃ
Ｓ
な
の
か

▼
Ｃ
Ｓ
の
仕
組
み
・
必
要
性

▼
Ｃ
Ｓ
で
実
現
で
き
る
こ
と

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
推

進
員
（
Ｃ
Ｓ
マ
イ
ス
タ
ー
）
に
よ

る
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

な
お
、
入
場
は
無
料
で
す
。

■
日
時
■
11
月
15
日
（
水
）
午
後

６
時
～
８
時
ま
で

■
場
所
■
福
祉
会
館
大
講
堂

■
テ
ー
マ
■
子
ど
も
の
た
め
に

み
ん
な
で
つ
な
ぐ 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

・
ス
ク
ー
ル

■
講
師
■
西　

孝
一
郎
氏
（
京
都

光
華
女
子
大
学
准
教
授
・
Ｃ
Ｓ
マ

イ
ス
タ
ー
）

■
対
象
■
教
職
員
・
保
護
者
・
地

域
一
般
住
民

■
問
い
合
わ
せ
■

　
教
育
委
員
会
学
校
教
育
係

予
約
制
を
導
入

登
記
の
申
請
に
関
す
る
相
談

　

旭
川
地
方
法
務
局
登
記
部
門
に

お
け
る
登
記
申
請
に
関
す
る
相
談

は
、
時
間
帯
に
よ
っ
て
、
待
ち
時

間
が
長
く
な
る
こ
と
を
解
消
す
る

た
め
、
事
前
予
約
制
（
正
午
か
ら

午
後
１
時
ま
で
を
除
く
）
を
導
入

し
て
い
ま
す
。

　

不
動
産
登
記
（
所
有
権
移
転
・

抵
当
権
抹
消
登
記
）
及
び
商
業
・

法
人
登
記
（
会
社
設
立
・
役
員
変

更
登
記
）
の
申
請
に
関
す
る
相
談

を
さ
れ
る
お
客
様
は
、
事
前
に
電

話
な
ど
で
ご
予
約
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
予
約
さ
れ
て
い
る
お
客

様
を
優
先
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す

の
で
ご
理
解
願
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
■

　
旭
川
地
方
法
務
局
登
記
部
門
　
　

　
　
　
　
　
☎
３
８
‐
１
１
４
６

11月の行事予定

 1㈬ 比布町長選挙立候補予定者説明会
  110：00 福祉会館第3研修室

 5㈰ 近隣町中学生新人卓球大会
  19：00 体育館

 15㈬ 老人文化祭　～ 16日
  10：00 農村環境改善センター

 16㈭ 健康講演会
  13：30 農村環境改善センター

 19㈰ 2017ミニバレー大会
   9：00 体育館

 23㈭ 上川管内町村剣道大会
  19：00 体育館

 25㈯ くるみ保育園おゆうぎ会
  9：00 農村環境改善センター

 28㈫ 中央小学校わくわくフェスティバル
  11：30 中央小学校

 1㈮ ぴっぷスキー場開場式
  10：00 ぴっぷスキー場

 3㈰ 全町女性バレーボール大会
  19：00 体育館

※変更になる場合がありますので、無線放送など
　にご留意ください。

12 月号は 12 月６日発行予定です

ストップ・ザ・交通事故死
～ めざせ　安全で安心な北海道 ～

11 月 11 日（土）～ 20 日（月）
冬の交通安全運動

12/

情報＊満載
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◆問い合わせ◆役場産業振興課商工労働係　☎８５‐４８０６

その言葉…　詐欺かも !?

～詐欺を見破るキーワード～

気をつけて！！全国で特殊詐欺が多発しています！

　
胃
ポ
リ
ー
プ 

【
症
状
】

　
胃
ポ
リ
ー
プ
は
、
特
有
の
症
状

は
あ
り
ま
せ
ん
。
慢
性
胃
炎
の
よ

う
に
上
腹
部
の
痛
み
、
胸
や
け
、

も
た
れ
、
食
欲
不
振
、
吐
き
気
、

嘔お
う

吐と

、
げ
っ
ぷ
な
ど
、
不
定
の
症

状
を
訴
え
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

あ
ま
り
み
ら
れ
ま
せ
ん
が
幽
門
の

近
く
に
大
き
な
胃
ポ
リ
ー
プ
が
あ

り
、
そ
れ
が
十
二
指
腸
の
ほ
う
に

引
っ
張
ら
れ
た
り
す
る
と
、
胃
の

痛
み
を
感
じ
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
そ
の
他
に
、
ポ
リ
ー
プ
が
幽

門
に
挟
ま
る
こ
と
に
よ
り
道
が
狭

く
な
る
原
因
と
な
り
、
そ
れ
に
よ

り
出
血
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

【
原
因
】

　
胃
に
粘
膜
の
び
ら
ん
が
お
き
た

時
に
、
軽
度
で
あ
れ
ば
、
治
療
で

治
っ
て
く
る
過
程
に
お
い
て
、
元

通
り
き
れ
い
に
な
り
ま
す
が
、
症

状
が
ひ
ど
い
場
合
な
ど
は
、
治
療

に
よ
っ
て
戻
る
過
程
で
盛
り
上
が

っ
て
再
生
さ
れ
て
し
ま
う
場
合
が

あ
り
ま
す
。
こ
れ
が
胃
粘
膜
の
過

形
成
で
、
胃
ポ
リ
ー
プ
は
こ
れ
が

原
因
で
お
こ
り
ま
す
。
わ
か
り
や

す
く
説
明
す
る
と
、
手
や
足
に
傷

を
負
っ
た
場
合
、
そ
の
傷
が
治
っ

た
時
、
深
い
傷
の
場
合
は
元
通
り

に
な
ら
ず
に
傷
口
が
少
し
膨
ら
ん

だ
感
じ
で
治
る
と
思
い
ま
す
。
胃

ポ
リ
ー
プ
は
そ
の
状
態
が
胃
で
お

き
て
い
る
の
で
す
。
慢
性
胃
炎
な

ど
で
、
何
度
も
過
形
成
を
繰
り
返

し
て
い
る
う
ち
に
、
粘
膜
面
が
盛

り
上
が
っ
て
き
ま
す
。
こ
れ
が
胃

ポ
リ
ー
プ
の
原
因
で
す
。

【
切
除
】

　
胃
ポ
リ
ー
プ
は
、
直
径
１
セ
ン

チ
以
上
の
も
の
や
、
胃
が
ん
を
疑

わ
れ
る
も
の
、
出
血
性
の
も
の
な

ど
を
選
択
的
に
切
除
す
る
こ
と
が

好
ま
し
い
で
す
。

　
し
か
し
、
多
く
が
胃
底
腺
ポ
リ

ー
プ
と
い
う
良
性
で
、
癌が

ん

化
の
可

能
性
が
低
く
、
大
き
さ
も
５
ミ
リ

以
下
の
小
さ
い
も
の
な
の
で
、
あ

ま
り
積
極
的
に
は
内
視
鏡
切
除
手

術
は
行
い
ま
せ
ん
。

※
お
知
ら
せ

　
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
が

始
ま
っ
て
い
ま
す
。

期
間
は
、
10
月
１
日
～
１
月
31
日

で
す
。
接
種
後
抗
体
の
上
昇
に

２
週
間
程
度
か
か
り
ま
す
の
で
、

12
月
中
旬
ま
で
の
接
種
を
お
勧

め
し
て
い
ま
す
。
　（
℡
８
５
ー

２
２
２
２
）

町
立
ぴ
っ
ぷ
ク
リ
ニ
ッ
ク

院
長
　
加
藤
一
哉

まちの話題や情報など、身近なニュースを広報係にお知らせください。

◆
　
　
◆
　
　
◆

▼
孝
照
杯
少
年
野
球
大
会
が

ぴ
っ
ぷ
球
場
な
ど
で
行
わ
れ
、

近
隣
市
町
か
ら
49
チ
ー
ム
が
出

場
。
比
布
野
球
少
年
団
も
全
員

野
球
で
健
闘
を
み
せ
ま
し
た
。

9.23
今
季
の
集
大
成

球
児
た
ち
が
大
熱
闘

▼
役
場
裏
の
水
た
ま
り
で
、
す

ず
め
た
ち
が
仲
良
く
並
ん
で
水

浴
び
を
し
て
い
ま
し
た
。
こ
う

し
て
、
羽
に
つ
い
た
汚
れ
や
寄

生
虫
を
洗
い
流
す
そ
う
で
す
。

◆
　
　
◆
　
　
◆

▼
町
教
委
が
「
み
ん
な
で
Ｐ
Ｇ

大
会
」
を
開
催
。
小
学
生
32
人

が
白
寿
大
学
学
生
と
と
も
に
、

百
年
記
念
公
園
Ｐ
Ｇ
場
で
さ

わ
や
か
な
汗
を
流
し
ま
し
た
。

9.25
ス
ポ
ー
ツ
の
秋
！

み
ん
な
で
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ

▼
中
央
小
の
全
校
児
童
が
稲
刈

り
体
験
を
行
い
ま
し
た
。
子
ど

も
た
ち
は
大
き
く
育
っ
た
稲
穂

に
思
わ
ず
ニ
ン
マ
リ
。
全
員
で

楽
し
く
刈
り
取
り
ま
し
た
。

実
り
の
秋
が
や
っ
て
き
た

い
ち
ご
っ
こ
米
を
大
収
穫

9.22

▼
秋
の
恒
例
行
事
「
さ
わ
や
か

マ
ラ
ソ
ン
」
が
行
わ
れ
、
子
ど

も
や
大
人
な
ど
２
２
３
人
が
秋

晴
れ
の
空
の
下
、
ゴ
ー
ル
を
目

指
し
て
懸
命
に
走
り
ま
し
た
。

10.1
最
後
ま
で　

頑
張
る
君
に
金
メ
ダ
ル

◆
　
　
◆
　
　
◆

▼
比
布
中
の
生
徒
会
が
車
い
す

と
交
換
す
る
た
め
の
リ
ン
グ
プ

ル
20
キ
ロ
を
回
収
。
同
校
で
は

今
後
も
活
動
を
継
続
し
、
町
の

福
祉
に
貢
献
し
て
い
き
ま
す
。

9.28
リ
ン
グ
プ
ル
を
回
収
し
て

車
い
す
を
寄
贈
し
よ
う
！

◆
　
　
◆
　
　
◆

9.20
ス
ズ
メ
の
一
家

仲
良
く
並
ん
で
水
浴
び

▼
来
春
に
小
学
校
に
入
学
す
る

子
ど
も
を
対
象
と
し
た
就
学
時

健
診
を
実
施
。
内
科
検
診
や
歯

科
検
診
、
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
テ

ス
ト
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

10.5
来
春
小
学
校
へ
入
学

就
学
時
健
診
を
実
施

▼
体
育
協
会
が
町
民
ス
ポ
ー
ツ

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を
開
催
。
参

加
者
は
、
た
ち
幅
跳
び
な
ど
運

動
５
種
目
や
ス
ポ
ー
ツ
吹
矢
を

楽
し
み
、
汗
を
流
し
ま
し
た
。

10.15
目
指
せ
新
記
録
！

体
協
ス
ポ
フ
ェ
ス
開
催

◆
　
　
◆
　
　
◆

▼
町
内
の
ゴ
ミ
収
集
な
ど
で

集
め
ら
れ
た
リ
ン
グ
プ
ル
が

７
０
０
キ
ロ
に
到
達
。
車
い
す

１
台
と
交
換
さ
れ
、
社
会
福
祉

協
議
会
に
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

10.1
待
っ
て
い
る

あ
な
た
の
た
め
の
車
い
す

◆
　
　
◆
　
　
◆

▼
子
ど
も
会
が
秋
季
廃
品
回
収

を
実
施
。
集
積
場
で
あ
る
い
ち

ご
ア
リ
ー
ナ
の
駐
車
場
に
は
、

古
新
聞
や
ダ
ン
ボ
ー
ル
、
空
き

ビ
ン
な
ど
が
集
め
ら
れ
ま
し
た
。

10.8
運
ん
で
集
め
て
♪

子
ど
も
会
廃
品
回
収

手口も発生しています。
●普通郵便や宅配便で現金を送ることは郵便法や各事
業者の約款で禁じられています。通常の商取引では送
金記録の残らないこれらの方法で現金を送ることはあ
りません。「宅配便で現金送れ」は、詐欺の手口ですので、
絶対に現金を送らないようにしてください。
●「有料サイトの料金が未納」などの心当たりのない
メールやＳＭＳ（ショートメッセージサービス）が届
いても、絶対に開かず、すぐに削除してください。 
●困ったときは、消費生活センターへ早めにご相談く
ださい。（消費者ホットライン１８８）

～誘いに乗らない、申し込まないことが肝心～

●消費者ホットライン　　☎０
ゼロゴーナナゼロ

５７０-０
守ろうよ

６４-３
みんなを

７０

●旭川市消費生活センター☎０１６６-２２-８２２８

すぐに消費生活センターに相談しましょう

◇◆事例◆◇
●オレオレ詐欺
・のどにポリープができた！
・病院でかばんを盗まれた！
●医療費還付金
・医療費の還付金があります！
・手続きのためにＡＴＭに行ってください！
●架空請求
・有料動画サイト利用料が未納です！
・支払いはコンビニで電子マネーを購入してください！

◇◆消費者へのアドバイス◆◇
●上記の言葉を聞いたら家族や警察に相談して下さい。
●電話や郵便物などで、現金を相手の預金口座に「振
り込め」というものは、言われるままに振り込んでは
いけません。
●犯人が現金やキャッシュカードを直接被害者の自宅
などに取りに来る「振り込ませない」振り込め詐欺の
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大会の結果

［小学生］

　１年①田熊浩康 ②藤本煌叶 ③山口愛結

　２年①大仙桃 ②堺陽向 ③勝見洸太

　３年男子①尾張静流 ②中旺史 ③高畑幸一郎

　３年女子①高田宙 ②宮田栞菜 ③鎌田妃奈

　４年男子①丸谷一颯 ②長尾健吾 ③漆戸駿

　４年女子①山田玲華 ②松浦琉夏 ③堀江徠煌

　５年男子①合田健人 ②山口空蒼 ③橘内陽生

　５年女子①松澤琥珀 ②土屋夏希 ②古川桜衣

　６年男子①山田蓮 ②山口竜之介 ③尾張湊人

　６年女子①谷口蒼空②小菅生莉子③長尾柑奈

［中学生］

　男子①西木戸愛斗 ②齋藤奏一朗 ③柴田来夢

　女子①山田萌華 ②西木戸愛梨 ③浅野亜純

［高校生以上］

　男子①大月裕貴 ②宮武秀夫 ③山田大己

　女子①齋藤祥子

くるみ保育園遠足（山田さん撮影）

比
布
中
学
校
２
年　

土
屋　

美
沙
希

　

９
月
26
日
、
比
布
中
学
校
の
２
年

生
32
人
が
各
事
業
所
で
職
場
体
験
学

習
を
行
い
ま
し
た
。
花
屋
「
レ
ト
ル

ダ
ム
ー
ル
」
に
職
場
体
験
に
行
っ
た

人
に
話
を
聞
く
と
、「
一
番
大
変
だ
っ

た
こ
と
は
ブ
ー
ケ
作
り
で
、
花
ど
う

し
の
空
間
の
調
節
が
難
し
か
っ
た
。」

と
い
っ
て
い
ま
し
た
。
他
の
写
真
の

人
た
ち
も
、
充
実
し
た
顔
で
職
場
体

験
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。
私
た
ち

は
広
報
の
仕
事
を
体
験
し
ま
し
た
。

色
々
な
場
所
に
行
っ
て
、
た
く
さ
ん

の
写
真
を
撮
っ
て
き
ま
し
た
。
他
の

職
場
に
行
っ
た
ク
ラ
ス
メ
イ
ト
の
い

き
い
き
と
し
た
顔
が
た
く
さ
ん
撮
れ

て
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。
今
回
の
体

験
で
仕
事
を
し
て
い
る
人
た
ち
の
努

力
は
す
ご
い
な
と
い
う
こ
と
を
学
び

ま
し
た
。
こ
れ
は
、
自
分
た
ち
が
働

く
立
場
に
な
っ
て
や
っ
と
分
か
る
こ

と
だ
と
思
い
ま
す
。
職
場
体
験
学
習

で
お
世
話
に
な
っ
た
み
な
さ
ん
、
本

当
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、

ス
ポ
ー
ツ
や
文
化
活
動
な
ど
の
話

題
を
紹
介
し
ま
す
。

み
な
さ
ん
か
ら
の
情
報
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

※
○
内
の
数
字
は
順
位
（
敬
称
略
）

　

町
内
関
係
者
の
み

◆
第
39
回
北
海
道
高
校
秋
季
旭
川

支
部
予
選
テ
ニ
ス
大
会

（
９
月
２
日
・
旭
川
市
）

【
男
子
】
▽
シ
ン
グ
ル
ス
①
中
谷

紫
温
（
旭
川
北
）

◆
上
川
中
央
地
区
中
学
生
夏
季
ソ

フ
ト
テ
ニ
ス
研
修
大
会

（
９
月
２
日
・
当
麻
町
）

【
個
人
】
▽
１
年
男
子
①
小
田
雄

斗
・
髙
瀨
悟
志
▽
１
年
女
子
③
平

野
心
海
・
西
木
戸
愛
梨
▽
２
年
女

子
①
古
川
未
翔
・
本
多
桃
子
③
中

野
渡
愛
実
、
山
田
萌
華
・
神
野
鈴

音【
団
体
】
▽
男
子
③
比
布
中
学
校

▽
女
子
②
比
布
中
学
校

◆
北
海
道
卓
球
選
手
権
大
会
（
カ

デ
ッ
ト
の
部
）
兼
全
日
本
予
選
会

（
９
月
９
日
～
10
日
・
函
館
市
）

【
女
子
14
歳
以
下

シ
ン
グ
ル
ス
】
⑥

有
岡
紗
希

※
有
岡
さ
ん
は
、

11
月
10
日
か
ら
熊

本
県
熊
本
市
で
行

わ
れ
る
全
国
大
会

に
出
場
し
ま
す
。

◆
全
町
一
般
男
女

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
（
９
月
10
日
・

町
体
育
館
）

【
男
子
】①
ぴ
っ
ぷ
紙
風
船
②
ぴ
っ

ぷ
赤
兵
衛
③
ぴ
っ
ぷ
か
っ
ぱ
の
健

卵
【
女
子
】
①P

'
z 

M
A
T
E

②
フ

レ
ッ
シ
ュ
③
ぴ
っ
ぷ

◆
旭
川
オ
ー
プ
ン
秋
季
ジ
ュ
ニ
ア

シ
ン
グ
ル
ス
テ
ニ
ス
大
会

（
９
月
17
日
～
18
日
・
旭
川
市
）

【
男
子
】
▽
17
歳
以
下
③
中
谷
紫

温
（
旭
川
北
）

◆
第
35
回
北
海
道
小
学
生
ソ
フ
ト

テ
ニ
ス
苫
小
牧
大
会

（
９
月
24
日
・
苫
小
牧
市
）

【
４
年
男
子
の
部
】
③
大
石
陽
斗
・

長
尾
健
吾

◆
第
62
回
網
走
地
方
剣
道
大
会

（
９
月
24
日
・
網
走
市
）

【
団
体
】
▽
一
般
②
旭
北
南
会
（
木

村
和
真
）

◆
第
18
回
グ
リ
ー
ン
パ
ー
ク
杯

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
大
会

（
９
月
26
日
・
グ
リ
ー
ン
パ
ー
ク
ぴ
っ
ぷ
）

【
男
性
】
①
大
古
場
秀
雄
②
髙
橋

勝
寛
③
佐
藤
充
代
【
女
性
】
①
尾

崎
誠
子
②
水
内
順
子
③
橘
満
子

◆
第
８
回
宮
﨑
憲
之
杯
パ
ー
ク
ゴ

ル
フ
大
会

（
９
月
30
日
・
グ
リ
ー
ン
パ
ー
ク
ぴ
っ
ぷ
）

【
男
性
】
▽
Ａ
組
①
大
古
場
秀
雄

②
歳
桃
芳
美
③
中
川
義
勝
▽
Ｂ
組

①
岡
本
敏
②
小
野
寺
紀
昭
③
斉
藤

仁
志
【
女
性
】
▽
Ａ
組
①
水
内
順

子
②
尾
崎
誠
子
③
橘
満
子
▽
Ｂ
組

①
作
田
ミ
ヱ
子
②
岩
瀨
美
樹
③
髙

橋
弘
美

◆
第
22
回
会
長
杯
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

高
校
選
手
権
大
会

（
９
月
30
日
・
旭
川
市
）

【
団
体
】③
旭
川
商
業（
有
岡
亮
祐
）

◆
第
５
回
北
海
道
中
学
生
イ
ン
ド

ア
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
選
手
権
シ
ン
グ

ル
ス
大
会
上
川
代
表
決
定
戦

（
９
月
30
日
・
旭
川
市
）

【
女
子
】
①
本
多
桃
子
②
田
中
仁
湖

③
平
野
心
海

※
本
多
さ
ん
、
田
中
さ
ん
、
平
野

さ
ん
と
山
田
萌
華
さ
ん
（
北
海
道

連
盟
推
薦
選
手
）
は
、
12
月
27
日

に
砂
川
市
で
開
か
れ
る
全
道
大
会

に
出
場
し
ま
す
。

◆
第
34
回
上
川
中
央
地
区
中
学
生

野
球
大
会
新
人
戦

スポーツの秋！

さわやかマラソン

　町教委主催のさわやかマラソンが 10 月 1 日、中央小学校

周辺コースで行われ、約 230 人が参加しました。訪れた家

族や地域の方からの声援を受け、スタート合図と同時に飛

び出したランナーたち。小学１・２年生が１.5 キロ、小学３・

４年生が２キロ、小学５・６年生が 2.5 キロ、中学生と高

校生以上の女子は３キロ、男子は５キロのコースをさわや

かな汗を流しながら力いっぱい走りきることができました。

（
10
月
１
日
・
当
麻
町
）

②
比
布
中
・
愛
別
中
連
合
チ
ー
ム

◆
10
月
例
会
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
大
会

（
10
月
５
日
・
百
年
記
念
公
園
）

【
男
性
】
①
中
川
義
勝
②
澤
田
博

③
工
藤
為
市

【
女
性
】
①
橘
満
子
②
前
田
弘
子

③
大
河
弘
子

◆
第
３
回
ビ
バ
カ
ッ
プ
ソ
フ
ト
テ

ニ
ス
大
会

（
10
月
７
日
・
剣
淵
町
）

【
５
・
６
年
生
女
子
】②
田
中
芽
依
・

古
川
桜
衣
③
長
尾
柑
奈
・
荒
尾
夕

佳【
４
年
生
以
下
】
①
大
石
陽
斗
・

長
尾
健
吾
③
荒
尾
京
香
・
平
尾
彩

葉◆
上
川
中
央
地
区
中
学
生
ソ
フ
ト

テ
ニ
ス
大
会
新
人
戦

（
10
月
７
日
～
８
日
・
当
麻
町
）

【
男
子
】
▽
団
体
②
比
布
中
学
校

▽
個
人
③
小
田
雄
斗
・
髙
瀨
悟
志
、

吉
村
悠
吾
・
小
野
僚
也
【
女
子
】

▽
団
体
②
比
布
中
学
校
▽
個
人
①

山
田
萌
華
・
田
中
仁
湖
②
本
多
桃

子
・
平
野
心
海

※
個
人
で
入
賞
さ
れ
た
８
人
は
、

12
月
２
日
か
ら
当
麻
町
で
行
わ
れ

る
上
川
代
表
決
定
戦
に
出
場
し
ま

す
。

◆
第
38
回
少
年
武
道
交
流
剣
道
大

会
兼
第
９
回
石
川
政
勝
杯
剣
道
大

会
（
10
月
８
日
・
下
川
町
）

【
個
人
】
▽
小
学
１
・
２
年
生
②
堺

陽
向
▽
小
学
４
年
生
①
小
菅
生
竜

摩
③
漆
戸
駿
・
寒
河
江
朔
丸
▽
小

学
６
年
生
①
小
菅
生
莉
子
③
寒
河

江
思
子

【
団
体
】
▽
小
学
低
学
年
①
比
布

（
堺
陽
向
、
寒
河
江
朔
丸
、
小
菅

生
竜
摩
、
漆
戸
駿
、
細
野
詩
音
）

▽
小
学
高
学
年
①
比
布
（
小
菅
生

莉
子
、
寒
河
江
思
子
、
宮
田
花
連
、

嶋
津
帆
夏
）▽
中
学
生
②
比
布（
堺

七
虹
、
久
保
田
夏
生
、
土
屋
美
沙

希
、
門
脇
摩
皇
、
久
保
田
颯
）

◆
第
71
回
旭
川
地
区
体
育
の
日
記

念
剣
道
大
会
（
10
月
９
日
・
町
体
育
館
）

【
団
体
】
▽
小
学
高
学
年
②
比
布

（
山
地
蓮
、
小
菅
生
莉
子
、
寒
河

江
思
子
、
宮
田
花
連
、
嶋
津
帆
夏
）

▽
中
学
生
女
子
②
比
布（
堺
七
虹
、

久
保
田
夏
生
、
土
屋
美
沙
希
）

◆
第
７
回
ゴ
ー
セ
ン
杯
全
道
選
抜

中
学
生
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
美
唄
大
会

（
10
月
９
日
・
美
唄
市
）

【
女
子
】
①
山
田
萌
華
・
田
中
仁

湖◆
第
70
回
秋
季
北
海
道
高
等
学
校

野
球
大
会
（
10
月
９
日
・
札
幌
市
）

②
旭
川
実
業
（
村
中
泰
之
）

◆
第
22
回
な
な
か
ま
ど
杯
少
年
剣

道
大
会
（
10
月
15
日
・
旭
川
市
）

【
個
人
】
▽
小
学
１
・
２
年
生
③
堺

陽
向
▽
小
学
３
・
４
年
生
①
小
菅

生
竜
摩
③
寒
河
江
朔
丸
▽
小
学

５
・
６
年
生
女
子
③
寒
河
江
思
子
・

小
菅
生
莉
子

【
団
体
】
▽
小
学
高
学
年
②
比
布

（
山
地
蓮
、
小
菅
生
莉
子
、
寒
河

江
思
子
、
宮
田
花
連
、
嶋
津
帆
夏
）

◆
第
16
回
町
民
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
（
10
月
15
日
・
町
体
育
館
）

【
小
学
生
男
子
】
①
丸
谷
一
颯
②

合
田
健
人

【
小
学
生
女
子
】
①
大
仙
桃
②
松

澤
琥
珀

【
高
校
生
以
上
30
歳
未
満
男
子
】

①
吉
本
宏
大
②
藤
岡
大
輔

【
高
校
生
以
上
30
歳
未
満
女
子
】

①
平
野
菜
摘

【
60
歳
以
上
男
子
】
①
菅
原
悟

◆
第
９
回
あ
す
な
ろ
カ
ッ
プ
小
学

生
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会

（
10
月
15
日
・
札
幌
市
）

【
４
年
以
下
男
子
】
③
大
石
陽
斗
・

長
尾
健
吾

◆
第
８
回
道
連
中
学
部
強
化
研
修

大
会
兼
ク
リ
ス
マ
ス
カ
ッ
プ
派
遣

選
手
選
考
大
会

（
10
月
14
日
～
15
日
・
美
唄
市
）

【
女
子
】
①
山
田
萌
華
・
田
中
仁

湖※
山
田
さ
ん
と
田
中
さ
ん
は
、
12

月
16
日
か
ら
秋
田
県
大
館
市
で
開

催
さ
れ
る
東
北
・
北
海
道
選
抜
中

学
生
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
対
抗
戦
に
北

海
道
代
表
選
手
と
し
て
出
場
し
ま

す
。

  

比
布
中
学
校
２
年　

山
田　

萌
華　

　

９
月
26
日
、
比
布
中
学
校
の
２
年

生
は
町
内
の
事
業
所
に
職
場
体
験
に

行
き
ま
し
た
。
私
た
ち
は
、
ほ
か
の

職
場
体
験
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
に

行
っ
て
取
材
を
し
ま
し
た
。
こ
れ

は
、
く
る
み
保
育
園
の
遠
足
の
写
真

で
す
。
村
上
山
公
園
で
み
ん
な
で
輪

に
な
っ
て
弁
当
を
食
べ
て
い
る
様
子

で
す
。
そ
こ
で
中
野
渡
愛
実
さ
ん
に

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
し
ま
し
た
。「
子

ど
も
た
ち
か
ら
話
し
か
け
て
く
れ
る

の
で
話
し
や
す
い
。
で
も
、
思
っ
た

以
上
に
対
応
が
難
し
い
」
と
い
っ
て

い
ま
し
た
。
で
も
、
み
ん
な
で
わ
い

わ
い
食
べ
て
い
て
楽
し
そ
う
だ
っ
た

し
、
か
わ
い
か
っ
た
で
す
。
職
場
体

験
を
通
し
て
、
色
々
な
と
こ
ろ
に
取

材
に
行
っ
て
、
す
ご
く
楽
し
か
っ
た

し
、
カ
メ
ラ
に
触
れ
る
機
会
は
め
っ

た
に
な
い
の
で
、
色
ん
な
こ
と
を
教

え
て
も
ら
っ
て
良
い
経
験
に
な
り
ま

し
た
。

比
布
中
学
校

職
場
体
験
学
習

　

９
月
26
日
、
比
布
中
学
校
の
２
年
生
32
人
が

職
場
体
験
学
習
を
行
い
ま
し
た
。
役
場
で
は
、

山
田
萌
華
さ
ん
と
土
屋
美
沙
希
さ
ん
が
広
報
係

と
し
て
取
材
。
職
場
体
験
の
記
事
を
作
成
し
、

町
の
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
で
公
開
し
ま
し
た
。

　２年

　３年男子①尾張静流 ②中旺史 ③高畑幸一郎

　４年男子①丸谷一颯 ②長尾健吾 ③漆戸駿

　４年女子①山田玲華 ②松浦琉夏 ③堀江徠煌

　５年男子①合田健人 ②山口空蒼 ③橘内陽生

　５年女子①松澤琥珀 ②土屋夏希 ②古川桜衣

　６年男子①山田蓮 ②山口竜之介 ③尾張湊人

　６年女子①谷口蒼空②小菅生莉子③長尾柑奈

　男子①

　女子①山田萌華 ②西木戸愛梨 ③浅野亜純

　男子①大月裕貴 ②宮武秀夫 ③山田大己

　女子

　３年女子①高田宙 ②宮田栞菜 ③鎌田妃奈

レトルダムール（土屋さん撮影）
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今
年
も
良
い
米
だ
ね
ぇ
。

は
や
く
み
ん
な
で

　

  

食
べ
た
い
な
ぁ
。

豊
作
、
豊
作
！

■ ICHIGOKKO MEMORIES■

９月22日、中央小学校の全校児童146
人が同校裏の水田で稲刈りをしまし
た。収穫したのは、今年５月24日に
植えた「ゆめぴりか」。黄金色の穂を
垂れ下げ、大きく育った稲を見て、
子どもたちは思わずにんまり。田園
交流推進会議やボランティアの指導
の下、かまを使って、一生懸命丁寧
に刈り取りました。

ＩＣＨＩＧＯＫＫＯ　ＭＥＭＯＲＩＥＳ 「中央小学校 全校稲刈り」～秋の田園風景とともに～

は
や
く
み
ん
な
で

食
べ
た
い
な
ぁ
。

豊
作
、
豊
作
！
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